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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　番組の映像及び音声データが含まれるストリームを受信するストリーム受信部と、
　前記ストリームに含まれる絶対時間情報を抽出する時間情報抽出部と、
　前記ストリームに含まれる絶対時間情報が抽出された時刻であるユーザ時刻情報を、抽
出された前記絶対時間情報に付加するユーザ時刻情報付加部と、
　通信網を介して接続されたサーバに前記番組に関する番組情報と、前記ユーザ時刻情報
が付加された前記絶対時間情報とを送信する番組情報送信部と、
　前記ユーザ時刻情報に基づいて前記サーバの時刻情報が同期された状態で生成された、
前記映像及び音声データを記録媒体に書き込むために使用される書込情報を前記サーバか
ら受信する書込情報受信部と、
　前記ストリームに含まれる絶対時間情報と前記サーバから受信した書込情報に含まれる
絶対時間情報とが同期された状態で前記ストリームのデータを前記書込情報と共に前記記
録媒体に書き込むレコード部と、
　前記ストリームに含まれる絶対時間情報と前記サーバから受信した書込情報に含まれる
絶対時間情報とが同期するように前記レコード部の書き込みを制御する同期部と、
　を備える情報記録装置。
【請求項２】
　絶対時刻情報を有する計時部をさらに備え、
　前記ユーザ時刻情報は、前記計時部が有する絶対時刻情報に基づいて取得される、請求
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項１に記載の情報記録装置。
【請求項３】
　前記レコード部による書き込みは、番組の放送と時間的に並行して行われる、請求項１
に記載の情報記録装置。
【請求項４】
　情報記録装置で記録される番組に関する番組情報と、前記情報記録装置で受信されたス
トリームに含まれる絶対時間情報が抽出された時刻であるユーザ時刻情報とを前記情報記
録装置から通信網を介して受信する番組情報受信部と、
　前記番組の映像及び音声データが含まれるストリームを受信するストリーム受信部と、
　前記ストリーム受信部が受信したストリームに含まれる絶対時間情報を抽出する時間情
報抽出部と、
　前記ストリーム受信部が受信したストリームに含まれる絶対時間情報が抽出された時刻
であるサーバ時刻情報を当該絶対時間情報に付加させるサーバ時刻情報付加部と、
　前記映像及び音声データを前記情報記録装置が記録媒体に書き込むために使用される書
込情報を、前記ユーザ時刻情報と前記サーバ時刻情報とが同期された状態で、前記ストリ
ームから生成する書込情報生成部と、
　前記書込情報を前記情報記録装置に送信する書込情報送信部と、
　を備える情報配信サーバ。
【請求項５】
　絶対時刻情報を有する計時部をさらに備え、
　前記サーバ時刻情報は、前記計時部が有する絶対時刻情報に基づいて取得される、請求
項４に記載の情報配信サーバ。
【請求項６】
　前記情報記録装置で過去に記録された番組に関する情報である嗜好情報と、前記ストリ
ーム受信部で過去に取得されたコンテンツのデータを記憶する記憶部をさらに備え、
　前記書込情報生成部は、前記嗜好情報に従って、前記記憶部に記憶されたコンテンツの
データから番組の書込情報を生成する、請求項４に記載の情報配信サーバ。
【請求項７】
　前記書込情報送信部による書込情報の送信は、番組の放送と時間的に並行して行われる
、請求項４に記載の情報記録装置。
【請求項８】
　番組の映像及び音声データが含まれるストリームを受信するストリーム受信部と、前記
ストリームに含まれる絶対時間情報を抽出する時間情報抽出部と、前記ストリームに含ま
れる絶対時間情報が抽出された時刻であるユーザ時刻情報を、抽出された前記絶対時間情
報に付加するユーザ時刻情報付加部と、通信網を介して接続されたサーバに前記番組に関
する番組情報と、前記ユーザ時刻情報が付加された前記絶対時間情報とを送信する番組情
報送信部と、前記ユーザ時刻情報に基づいて前記サーバの時刻情報が同期された状態で生
成された、前記映像及び音声データを記録媒体に書き込むために使用される書込情報を前
記サーバから受信する書込情報受信部と、前記ストリームに含まれる絶対時間情報と前記
サーバから受信した書込情報に含まれる絶対時間情報とが同期された状態で前記ストリー
ムのデータを前記書込情報と共に前記記録媒体に書き込むレコード部と、前記ストリーム
に含まれる絶対時間情報と前記サーバから受信した書込情報に含まれる絶対時間情報とが
同期するように前記レコード部の書き込みを制御する同期部と、を備える情報記録装置と
、
　前記情報記録装置で録画される番組に関する番組情報と、前記情報記録装置で受信され
たストリームに含まれる絶対時間情報が抽出された時刻であるユーザ時刻情報とを前記情
報記録装置から通信網を介して受信する番組情報受信部と、前記番組の映像及び音声デー
タが含まれるストリームを受信するストリーム受信部と、前記ストリーム受信部が受信し
たストリームに含まれる絶対時間情報を抽出する時間情報抽出部と、前記ストリーム受信
部が受信したストリームに含まれる絶対時間情報が抽出された時刻であるサーバ時刻情報
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を当該絶対時間情報に付加させるサーバ時刻情報付加部と、前記映像及び音声データを前
記情報記録装置が記録媒体に書き込むために使用される書込情報を、前記ユーザ時刻情報
と前記サーバ時刻情報とが同期された状態で、前記ストリームから生成する書込情報生成
部と、前記書込情報を前記情報記録装置に送信する書込情報送信部と、を備える情報配信
サーバと、
　を有する情報記録システム。
【請求項９】
　番組の映像及び音声データが含まれるストリームを情報記録装置が受信するストリーム
受信ステップと、
　前記ストリームに含まれる絶対時間情報を抽出する時間情報抽出ステップと、
　前記ストリームに含まれる絶対時間情報が抽出された時刻であるユーザ時刻情報を、抽
出された前記絶対時間情報に付加するユーザ時刻情報付加ステップと、
　前記番組に関する番組情報と、前記ユーザ時刻情報が付加された前記絶対時間情報とを
前記情報記録装置から通信網を介してサーバに送信する番組情報送信ステップと、
　前記番組の映像及び音声データが含まれる同一のストリームを前記サーバが取得するス
トリーム取得ステップと、
　前記サーバが受信したストリームに含まれる絶対時間情報を抽出するサーバ時間情報抽
出ステップと、
　前記サーバが受信したストリームに含まれる絶対時間情報が抽出された時刻であるサー
バ時刻情報を当該絶対時間情報に付加させるサーバ時刻情報付加ステップと、
　前記映像及び音声データを記録媒体に書き込むために使用される書込情報を、前記ユー
ザ時刻情報と前記サーバ時刻情報とが同期された状態で、前記映像及び音声データから前
記サーバが生成する書込情報生成ステップと、
　前記書込情報を前記サーバから通信網を介して前記情報記録装置に送信する書込情報送
信ステップと、
　前記ストリームに含まれる絶対時間情報と前記サーバから受信した書込情報に含まれる
絶対時間情報とが同期するように制御する同期ステップと、
　前記ストリームに含まれる絶対時間情報と前記サーバから受信した書込情報に含まれる
絶対時間情報とが同期された状態で前記ストリームのデータを前記書込情報と共に前記記
録媒体に書き込む書き込みステップと、
　を含む情報記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報記録装置、情報配信サーバ、情報記録システム、及び、情報記録方法に
関する。より詳しくは、テレビ番組等のコンテンツを記憶媒体に保存する情報記録装置、
情報配信サーバ、情報記録システム、及び、情報記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビ番組等のコンテンツを記憶媒体に書き込んで保存する情報記録装置が普及
しつつある。このような情報記録装置を用いて記憶媒体にコンテンツを保存する際は、通
常、ランダムアクセスのための情報等を含むフォーマット情報がコンテンツ本体のデータ
と共に記憶媒体に書き込まれる。そのため、このような情報記録装置では、コンテンツ本
体のデータからフォーマット情報を生成しなければ、コンテンツのデータを記憶媒体に保
存することができない場合があった。例えば、ブルーレイディスクにコンテンツのデータ
を書き込む録画機器（以下、ＢＤレコーダ）では、コンテンツ本体のデータからフォーマ
ット情報である書込情報を生成し、コンテンツのデータを書込情報と共にブルーレイディ
スクに書き込まなければならない。
【０００３】
　ユーザが視聴番組に関する情報を取得するための従来方法としては、例えば、サーバで
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検索された電子情報を通信網を通じて接続されたユーザ端末に取得させる方法が開示され
ている（例えば、下記特許文献１参照。）。また、コンテンツの再生映像に表示されるイ
ンターネットＵＲＬ情報をインターネット接続装置に提供し、ユーザが容易に情報にアク
セスできるようにする情報伝送方法が開示されている（例えば、下記特許文献２参照。）
。さらに、テレビ番組の視聴データ取得方法及び装置に関する技術が開示されている（例
えば、下記特許文献３参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－３０９３４９号公報
【特許文献２】特開平１０－２５７４５５号公報
【特許文献３】国際公開第９８／２６６０８号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、コンテンツ本体のデータから付帯情報を生成する作業は、非常に処理負荷が大
きいことから、ＢＤレコーダにおいてコンテンツを速やかに記憶媒体に書き込むことがで
きないという問題があった。上記特許文献は、いずれもユーザが参照するための情報を取
得する技術であり、ＢＤレコーダにおいてコンテンツを記憶媒体に書き込む作業において
有益なものではなかった。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、記憶媒体にコンテンツのデータを書き込む際の処理負荷を軽減することが可能な、新
規かつ改良された情報記録装置、情報配信サーバ、情報記録システム、及び、情報記録方
法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、番組の映像及び音声データが
含まれるストリームを受信するストリーム受信部と、通信網を介して接続されたサーバに
上記番組に関する番組情報を送信する番組情報送信部と、上記映像及び音声データを記録
媒体に書き込むために使用される書込情報を上記サーバから受信する書込情報受信部と、
上記ストリームに含まれる絶対時間情報と上記サーバから受信した書込情報に含まれる絶
対時間情報とが同期された状態で上記ストリームのデータを上記書込情報と共に上記記録
媒体に書き込むレコード部と、を備える情報記録装置が提供される。
【０００８】
　上記情報記録装置は、上記ストリームに含まれる絶対時間情報と上記サーバから受信し
た書込情報に含まれる絶対時間情報とが同期するように上記レコード部の書き込みを制御
する同期部をさらに備えてもよい。
【０００９】
　上記情報記録装置は、上記ストリームに含まれる絶対時間情報を抽出する時間情報抽出
部と、上記絶対時間情報が抽出された時刻であるユーザ時刻情報を上記絶対時間情報に付
加するユーザ時刻情報付加部と、さらに備え、上記番組情報送信部は、上記ユーザ時刻情
報が付加された上記絶対時間情報を上記サーバに送信し、上記書込情報受信部は、上記ユ
ーザ時刻情報に基づいて上記サーバの時刻情報が同期された状態で生成された書込情報を
受信するようにしてもよい。
【００１０】
　上記情報記録装置は、絶対時刻情報を有する計時部をさらに備え、上記ユーザ時刻情報
は、上記計時部が有する絶対時刻情報に基づいて取得されるようにしてもよい。
【００１１】
　上記レコード部による書き込みは、番組の放送と時間的に並行して行われるようにして
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もよい。
【００１２】
　上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、情報記録装置で記録される番
組に関する番組情報を上記情報記録装置から通信網を介して受信する番組情報受信部と、
上記番組の映像及び音声データが含まれるストリームを受信するストリーム受信部と、上
記映像及び音声データを上記情報記録装置が記録媒体に書き込むために使用される書込情
報を上記ストリームから生成する書込情報生成部と、上記書込情報を上記情報記録装置に
送信する書込情報送信部と、を備える情報配信サーバが提供される。
【００１３】
　上記番組情報受信部は、さらに、上記情報記録装置でストリームに含まれる絶対時間情
報が抽出された時刻であるユーザ時刻情報を上記情報記録装置から受信し、上記情報配信
サーバは、上記ストリームに含まれる絶対時間情報を抽出する時間情報抽出部と、上記絶
対時間情報が抽出された時刻であるサーバ時刻情報を上記絶対時間情報に付加させるサー
バ時刻情報付加部と、をさらに備え、上記書込情報生成部は、上記ユーザ時刻情報と上記
サーバ時刻情報とが同期された状態で上記書込情報を生成するようにしてもよい。
【００１４】
　上記情報配信サーバは、絶対時刻情報を有する計時部をさらに備え、上記サーバ時刻情
報は、上記計時部が有する絶対時刻情報に基づいて取得されるようにしてもよい。
【００１５】
　上記情報配信サーバは、上記情報記録装置で過去に記録された番組に関する情報である
嗜好情報と、上記ストリーム受信部で過去に取得されたコンテンツのデータを記憶する記
憶部をさらに備え、上記書込情報生成部は、上記嗜好情報に従って、上記記憶部に記憶さ
れたコンテンツのデータから番組の書込情報を生成するようにしてもよい。
【００１６】
　上記書込情報送信部による書込情報の送信は、番組の放送と時間的に並行して行われる
ようにしてもよい。
【００１７】
　上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、番組の映像及び音声データが
含まれるストリームを受信するストリーム受信部と、通信網を介して接続されたサーバに
上記番組に関する番組情報を送信する番組情報送信部と、上記映像及び音声データを記録
媒体に書き込むために使用される書込情報を上記サーバから受信する書込情報受信部と、
上記ストリームに含まれる絶対時間情報と上記サーバから受信した書込情報に含まれる絶
対時間情報とが同期された状態で上記ストリームのデータを上記書込情報と共に上記記録
媒体に書き込むレコード部と、を備える情報記録装置、及び、上記情報記録装置で録画さ
れる番組に関する番組情報を上記情報記録装置から通信網を介して受信する番組情報受信
部と、上記番組の映像及び音声データが含まれるストリームを受信するストリーム受信部
と、上記映像及び音声データを上記情報記録装置が記録媒体に書き込むために使用される
書込情報を上記ストリームから生成する書込情報生成部と、上記書込情報を上記情報記録
装置に送信する書込情報送信部と、を備える情報配信サーバ、を有する情報記録システム
。
【００１８】
　上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、番組の映像及び音声データが
含まれるストリームを情報記録装置が受信するストリーム受信ステップと、上記番組に関
する番組情報を上記情報記録装置から通信網を介してサーバに送信する番組情報送信ステ
ップと、上記番組の映像及び音声データが含まれる同一のストリームを上記サーバが取得
するストリーム取得ステップと、上記映像及び音声データを記録媒体に書き込むために使
用される書込情報を上記映像及び音声データから上記サーバが生成する書込情報生成ステ
ップと、上記書込情報を上記サーバから通信網を介して上記情報記録装置に送信する書込
情報送信ステップと、上記ストリームに含まれる絶対時間情報と上記サーバから受信した
書込情報に含まれる絶対時間情報とが同期された状態で上記ストリームのデータを上記書
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込情報と共に上記記録媒体に書き込む書き込みステップと、を含む情報記録方法が提供さ
れる。
【発明の効果】
【００１９】
　以上説明したように本発明によれば、情報記録装置において記憶媒体にコンテンツのデ
ータを書き込む際の処理負荷を軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態に係る情報記録システムの具体的な構成例を示す説明図であ
る。
【図２】本発明の一実施形態に係る情報記録装置の具体的な構成例を示すブロック図であ
る。
【図３】本発明の一実施形態に係る情報配信サーバの具体的な構成例を示すブロック図で
ある。
【図４】本発明の一実施形態に係る情報記録装置のハードウェア構成例を示すブロック図
である。
【図５】本発明の一実施形態に係る情報配信サーバのハードウェア構成例を示すブロック
図である。
【図６】ブルーレイディスクにおけるファイルフォーマット構造の一例を示した説明図で
ある。
【図７】ブルーレイディスクにおけるファイルフォーマット構造の一例を示した説明図で
ある。
【図８】本発明の一実施形態に係る情報記録装置においてコンテンツを視聴しながら、時
間的に並行してコンテンツを記憶媒体に書き込む作業の流れを示したシーケンス図である
。
【図９】本発明の一実施形態に係る情報記録装置において一時記憶媒体に保存したコンテ
ンツをディスク状記憶媒体に書き込む作業の流れの一例を示したシーケンス図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る情報記録装置がＭＰＥＧ２－ＴＳストリームから絶
対時間情報であるＰＣＲを抽出して情報配信サーバに送信する作業の一例を示した図であ
る。
【図１１】本発明の一実施形態に係る情報配信サーバが情報記録装置と時刻を同期させた
状態でＭＰＥＧ２－ＴＳストリームから生成した付帯情報を通信網を介して情報記録装置
１００に送信する作業の一例を示した説明図である。
【図１２】本発明の一実施形態に係る情報記録装置が情報配信サーバから受信した付帯情
報を利用してブルーレイディスクにコンテンツを書き込む作業の一例を示した説明図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２２】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　１．本発明の一実施形態に係る情報記録システムの具体的な構成例
　２．本発明の一実施形態に係る情報記録装置の具体的な構成例
　３．本発明の一実施形態に係る情報配信サーバの具体的な構成例
　４．本発明の一実施形態に係る情報記録装置のハードウェア構成例
　５．本発明の一実施形態に係る情報配信サーバのハードウェア構成例
　６．ブルーレイディスクのフォーマット情報
　７．記録処理方法
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　８．情報記録装置と情報配信サーバとの間におけるシステムクロックの同期方法
【００２３】
　まず、図１を参照しながら、本発明の一実施形態に係る情報記録システム１の具体的な
構成例について説明する。点線で示される部内が情報記録システム１である。
【００２４】
＜１．情報記録システムの具体的な構成例＞
　図１は、本発明の一実施形態に係る情報記録システム１の具体的な構成例を示すブロッ
ク図である。本発明の一実施形態に係る情報記録システム１は、情報記録装置１００と、
情報配信サーバ２００とを有する。情報記録装置１００及び情報配信サーバ２００は、放
送局３００から送信される番組の映像及び音声データ等を含むストリーム（圧縮映像音声
のデータ列）を受信してコンテンツを取得する。なお、本明細書では、上記圧縮映像音声
のデータ列をストリームと略する。情報記録装置１００と情報配信サーバ２００とは、イ
ンターネット等の通信網１０を介して相互に接続可能することができ、例えば、情報記録
装置１００で録画されているチャンネル情報を情報配信サーバ２００に送信することがで
きる。また、情報配信サーバ２００は、コンテンツのデータを記億媒体に書き込むための
書込情報を通信網１０を介して情報記録装置１００に送信することができる。放送局３０
０は、ストリームを放送波を介して情報記録装置１００及び情報配信サーバ２００に送信
する。放送局３００は、例えば、衛星放送（ＢＳ、ＣＳ）又は、地上デジタル波等の放送
波によってストリームを送信する。以下に、情報記録システム１の各構成要素について説
明する。
【００２５】
＜２．情報記録装置の具体的な構成例＞
　図２は、本発明の一実施形態に係る情報記録装置１００の具体的な構成例を示すブロッ
ク図である。情報記録装置１００は、例えば、ストリーム受信部１１０と、番組情報送信
部１２０と、書込情報受信部１３０と、同期部１４０と、を備える。さらに、情報記録装
置１００は、例えば、時間情報抽出部１５０と、ユーザ時刻情報付加部１５２と、計時部
１５４と、レコード部１６０と、記憶部１７０と、入力部１８０と、を備える。情報記録
装置１００で行われる各処理は、ハードウェア又はＣＰＵがプログラムを実行することに
よって行われる。
【００２６】
　ストリーム受信部１１０は、入力部１８０に入力された操作等に従って、ストリームを
受信する。ストリーム受信部１１０は、受信したストリームを時間情報抽出部１５０に提
供する。また、ストリーム受信部１１０は、受信したストリームに含まれる映像及び音声
データ等を記憶部１７０に記憶させることができる。また、ストリーム受信部１１０は、
放送波から電子番組情報（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）を取得
し、取得した電子番組情報を記憶部１７０に記憶させる。
【００２７】
　番組情報送信部１２０は、情報記録装置１００で現在又は将来に記録される番組に関す
る番組情報を入力部１８０又はストリーム受信部１１０等から取得して、通信網１０を介
して情報配信サーバ２００に送信する。情報記録装置１００で現在又は将来に記録される
記録される番組に関する番組情報とは、例えば、情報記録装置１００で記録されるコンテ
ンツが放送されるチャンネル及び放送された時刻に関する情報である。また、番組情報送
信部１２０は、情報記録装置１００で過去に録画された番組に関する情報である録画履歴
情報をストリーム受信部１１０又は記憶部１７０等から取得して通信網１０を介して情報
配信サーバ２００に送信する。また、番組情報送信部１２０は、時間情報抽出部１５０で
抽出された絶対時間情報と、ユーザ時刻情報付加部１５２によって絶対時間情報に付加さ
れたユーザ時刻情報とを通信網１０を介して情報配信サーバ２００に送信する。
【００２８】
　書込情報受信部１３０は、コンテンツをブルーレイディスク等の記憶媒体に書き込むた
めの書込情報を情報配信サーバ２００から通信網１０を介して受信する。また、書込情報
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受信部１３０は、情報配信サーバ２００から受信した書込情報及びコンテンツのシーンチ
ェンジ検出情報等を同期部１４０に提供する。また、書込情報受信部１３０は、情報配信
サーバ２００から受信した書込情報及びコンテンツのシーンチェンジ検出情報を記憶部１
７０に記憶させてもよい。なお、本発明の一実施形態に係る情報記録装置１００では、通
常、書込情報受信部１３０が情報配信サーバ２００で生成された書込情報を受信するが、
情報記録装置１００で演算処理を行ってコンテンツのデータから書込情報を生成してもよ
い。
【００２９】
　同期部１４０は、書込情報受信部１３０から書込情報を取得する。同期部１４０は、ス
トリーム受信部１１０からコンテンツを受け取る。同期部１４０は、コンテンツのデータ
と、情報配信サーバ２００から受信した書込情報とを対応させる。そして、同期部１４０
は、コンテンツのデータに含まれる絶対時間情報と、情報配信サーバ２００から受信した
書込情報に含まれる絶対時間情報とが対応するようにレコード部１６０の書き込み作業を
制御する。
【００３０】
　時間情報抽出部１５０は、ストリーム受信部１１０が受信したストリームに埋め込まれ
た絶対時間情報を抽出する。例えば、ストリームがＭＰＥＧ２－ＴＳ（ＭＰＥＧ２　トラ
ンスポートストリーム）形式であるとき、時間情報抽出部１５０は、ストリームに埋め込
まれるシステムの基準参照値プログラムクロックリファレンス（ＰＣＲ）を抽出する。
【００３１】
　ユーザ時刻情報付加部１５２は、時間情報抽出部１５０によってストリームから絶対時
間情報が抽出された時刻を表すユーザ時刻情報を取得し、時間情報抽出部１５０によって
抽出された絶対時間情報にユーザ時刻情報を付加する。このとき、ユーザ時刻情報付加部
１５２は、例えば、計時部１５４が有する時刻情報に基づいてユーザ時刻情報を取得する
。
【００３２】
　計時部１５４は、情報記録装置１００のクロックとして機能し、時刻情報を発生させる
。計時部１５４は、ユーザ時刻情報付加部１５２に時刻情報を提供する。また、計時部１
５４は、ＧＴＳ（グローバル・タイム・システム）によって常に正確な時刻情報を保持し
てもよい。
【００３３】
　レコード部１６０は、同期部１４０によって制御され、ストリーム受信部１１０で取得
されたコンテンツのデータを情報配信サーバ２００から送信された書込情報と共にブルー
レイディスクなどの記憶媒体に書き込む処理を行う。ここで、レコード部１６０が書き込
みを行う対象である記憶媒体は、磁気ディスク、光ディスク、及び、光磁気ディスク等の
リムーバブルディスクであって、データを書き込む際にデータと共に書き込みのための専
用情報である書込情報を要するものをいう。
【００３４】
　また、レコード部１６０は、ストリーム受信部１１０が以前に取得したコンテンツのデ
ータが記憶部１７０に記憶されているとき、記憶部１７０に記憶されたコンテンツのデー
タを情報配信サーバ２００から受信した書込情報とともに記憶媒体に書き込む。
【００３５】
　記憶部１７０は、ストリーム受信部１１０で受信されたコンテンツのデータを記憶する
ことができる。また、記憶部１７０は、書込情報を記憶することができる。また、記憶部
１７０は、情報記録装置１００で過去に記録された番組に関する情報である嗜好情報を記
憶する。さらに、記憶部１７０は、情報記録装置１００の各処理を実行するためのプログ
ラムを格納していてもよい。なお、記憶部１７０は、ハードディスクドライブ等の記憶媒
体で構成される。
【００３６】
　入力部１８０は、ユーザが情報記録装置１００を操作するために入力する指示等を受け
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付ける。ユーザによって入力部１８０に入力された指示に応じた電気信号がストリーム受
信部１１０及びレコード部１４０等に伝達される。
【００３７】
＜３．情報配信サーバの具体的な構成例＞
　図３は、本発明の一実施形態に係る情報配信サーバ２００の具体的な構成例を示すブロ
ック図である。情報配信サーバ２００は、例えば、番組情報受信部２１０と、ストリーム
受信部２２０と、書込情報生成部２３０と、書込情報送信部２４０と、を備える。さらに
、情報配信サーバ２００は、例えば、時間情報抽出部２５０と、時刻管理部２６０と、ユ
ーザ管理部２７０と、記憶部２８０と、を備える。
【００３８】
　番組情報受信部２１０は、情報記録装置１００において現在又は将来に録画される番組
に関する番組情報を情報記録装置１００から通信網１０を介して受信する。また、番組情
報受信部２１０は、情報記録装置１００で過去に記録された番組に関する情報である嗜好
情報を情報記録装置１００から通信網１０を介して受信する。番組情報受信部２１０は、
受信した番組情報をストリーム受信部２２０に提供する。また、番組情報受信部２１０は
、情報記録装置１００でストリームに含まれる絶対時間情報が抽出された時刻であるユー
ザ時刻情報を通信網１０を介して情報記録装置１００から受信する。番組情報受信部２１
０は、ユーザ管理部２７０の許可に従って情報記録装置１００から情報を受け付ける。
【００３９】
　ストリーム受信部２２０は、番組情報受信部２１０から提供される番組情報に従って、
情報記録装置１００で受信される番組と同一の番組のストリームを放送波から取得する。
ストリーム受信部２２０は、ユーザ管理部２７０によるユーザ認証において許可されたユ
ーザであることが確認されたときに、ストリームの取得作業を開始する。また、ストリー
ム受信部２２０は、放送波から電子番組情報（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　Ｐｒｏｇｒａｍ　
Ｇｕｉｄｅ）を取得する。
【００４０】
　書込情報生成部２３０は、情報記録装置１００のレコード部１６０がコンテンツのデー
タを記録媒体に書き込むために使用される書込情報をコンテンツ本体のデータから生成す
る。また、書込情報生成部２３０は、番組情報受信部２１０が情報記録装置１００から番
組情報を受信する前に、番組情報受信部２１０から提供される録画履歴情報に従ってコン
テンツのデータの書込情報をあらかじめ生成してもよい。書込情報生成部２３０は、コン
テンツ本体のデータからシーン検出情報を生成する。書込情報生成部２３０は、コンテン
ツのデータから生成した書込情報及びシーン検出情報を書込情報送信部２４０に提供する
か、又は、記憶部２８０に記憶させる。
【００４１】
　書込情報送信部２４０は、書込情報生成部２３０で生成された書込情報を通信網１０を
介して情報記録装置１００に送信する。また、書込情報送信部２４０は、書込情報生成部
２３０によって記憶部２８０に記憶された書込情報を通信網１０を介して情報記録装置１
００に送信してもよい。
【００４２】
　時間情報抽出部２５０は、ストリーム受信部２２０が取得したストリームに埋め込まれ
た絶対時間情報を抽出する。例えば、ストリームがＭＰＥＧ２－ＴＳ（ＭＰＥＧ２　トラ
ンスポートストリーム）形式であるとき、時間情報抽出部２５０は、ストリームに埋め込
まれるシステムの基準参照値プログラムクロックリファレンス（ＰＣＲ）を抽出する。
【００４３】
　時刻管理部２６０は、例えば、サーバ時刻情報付加部２６２と、計時部２６４と、時刻
比較部２６６と、時刻補正部２６８と、を有する。時刻管理部２６０は、これらの部位を
有することによって、サーバ時刻情報とユーザ時刻情報とが同期された状態を維持し、時
間情報抽出部２５０で抽出された絶対時間情報にサーバ時刻情報を付加する機能を有する
。
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【００４４】
　サーバ時刻情報付加部２６２は、時間情報抽出部２５０によってストリームから絶対時
間情報が抽出された時刻を表すサーバ時刻情報を取得し、取得したサーバ時刻情報を絶対
時間情報に付加する。サーバ時刻情報付加部２６２は、計時部２６４が有する時刻情報に
従ってサーバ時刻情報を取得する。
【００４５】
　計時部２６４は、時刻情報を有し、サーバ時刻情報付加部２６２に時刻情報を提供する
ことができる。また、計時部２６４は、ＧＴＳ（グローバル・タイム・システム）によっ
て常に正確な時刻情報を有するようにしてもよい。
【００４６】
　時刻比較部２６６は、情報記録装置１００のユーザ時刻情報付加部１５２によって付加
されたユーザ時刻情報と、サーバ時刻情報付加部２６２によって付加されたサーバ時刻情
報とを比較して時差を検出する。時刻比較部２６６は、ユーザ時刻情報とサーバ時刻情報
と時差に関する情報を時刻補正部２６８に送信する。
【００４７】
　時刻補正部２６８は、時刻比較部２６６によって検出された誤差に従って計時部２６４
の時刻情報を情報記録装置１００が有する時刻情報と同期させる。なお、計時部２６４及
び情報記録装置１００に備えられた計時部１５４のいずれもがグローバル・タイム・シス
テムに従った時刻情報を有する場合、時刻補正部２６８によって時刻を同期する必要はな
い。
【００４８】
　ユーザ管理部２７０は、情報記録装置１００が情報配信サーバ２００を利用することを
許可するか否かを判定するユーザ認証を行う。ユーザ管理部２７０は、ユーザＩＤとパス
ワード等のユーザ情報を有しており、当該ユーザ情報に基づいてユーザ認証を行う。また
、例えば、ユーザ管理部２７０は、一度接続を許可した情報記録装置１００に関する情報
を記憶しておき、後で同一の装置から再度アクセスがあった時は、即座に利用を許可する
ようにしてもよい。
【００４９】
　記憶部２８０は、ストリーム受信部２２０で取得コンテンツのデータを記憶する。記憶
部２８０は、書込情報生成部２３０が生成した書込情報を記憶する。また、記憶部２８０
は、情報記録装置１００で過去に記録された番組に関する情報である嗜好情報を記憶する
。また、記憶部２８０は、ユーザ管理部２７０でユーザ認証を行うためのユーザ情報を格
納する。さらに、記憶部２８０は、情報配信サーバ２００の各処理を実行するためのプロ
グラムを格納していてもよい。
【００５０】
＜４．情報記録装置のハードウェア構成例＞
　続いて、本発明の一実施形態に係る情報記録装置１００のハードウェア構成について説
明する。本発明の一実施形態に係る情報記録装置１００は、図４で示されるハードウェア
構成によって実現される。
【００５１】
　情報記録装置１００は、例えば、デジタルチューナ１１２と、デコーダ１１４と、ネッ
トワークインターフェース（ＮＥＴＷＯＲＫＩ／Ｆ）１２５と、ユーザインターフェース
ＩＯ端子（ＵＳＥＲＩＯ端子）１９４と、同期処理部１４５とを備える。さらに、情報記
録装置１００は、例えば、ＡＴＡインターフェース（ＡＴＡ　Ｉ／Ｆ）１６５と、ＣＰＵ
１９２と、メモリ１９１と、セキュリティ１９０と、時計１５５とを備える。
【００５２】
　デジタルチューナ１１２は、テレビ放送信号を処理して、所定のトランスポートストリ
ームが取り出す。デジタル放送の場合、デジタルチューナ１１２は、デジタルアンテナか
ら送られてくる放送波信号を受け取り、受け取った放送波信号をＭＰＥＧ２－ＴＳ（ＭＰ
ＥＧ２　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）に変換する。
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【００５３】
　デコーダ１１４は、デジタルチューナ１１２から送られてくるＭＰＥＧ２－ＴＳを受け
取り、音声についてはＭＰＥＧ２－ＴＳからデジタルの音声信号に変換し、映像について
はＭＰＥＧ２－ＴＳからデジタルコンポーネント信号に変換する。なお、デジタルチュー
ナ１１２及びデコーダ１１４は、ストリーム受信部１１０に対応する。
【００５４】
　ネットワークインターフェース１２５は、例えば、ルータ１５等のネットワーク中継装
置を介して通信網１０に接続するための通信デバイス等で構成された通信インタフェース
である。また、ネットワークインターフェース１２５は、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒ
ｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）対応通信装置であっても、ワイヤレスＵＳＢ対応通信装置であっ
ても、有線による通信を行うワイヤー通信装置であってもよい。ネットワークインターフ
ェース１２５は、情報記録装置１００の番組情報送信部１２０及び書込情報受信部１３０
等に対応する。
【００５５】
　ユーザインターフェースＩＯ端子１９４は、外部機器と接続されるインタフェースであ
って、例えば、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉ
ｎｔｅｒｆａｃｅ、登録商標）などによりデータ伝送可能な外部機器との接続口である。
【００５６】
　同期処理部１４５は、同期部１４０、時間情報抽出部１５０及びユーザ時刻情報付加部
１５２の機能を実現するためのハードウェアであり。同期処理部１４５は、コンテンツの
データと、情報配信サーバ２００から受信した書込情報とが対応するようにレコード部１
６０の書き込み作業を制御する処理を行う。なお、同期部１４０、時間情報抽出部１５０
及びユーザ時刻情報付加部１５２の機能は、ＣＰＵ１９２及びソフトウェアによる処理に
よって実現されてもよい。
【００５７】
　ＡＴＡインターフェース１６５は、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、また
は半導体メモリ等のリムーバブル記録媒体に記録されている情報の読み書きの制御を行う
。ＡＴＡインターフェース１６５によって制御される光学ドライブ１６７は、ブルーレイ
ディスク等に記録を行うものであり、レコード部１６０に対応する。また、ＡＴＡインタ
ーフェース１６５によって制御されるハードディスクドライブ１６６等のストレージ装置
は、記憶部１７０に対応する。
【００５８】
　ＣＰＵ１９２は、演算処理装置および制御装置として機能し、各種プログラムに従って
情報記録装置１００内の動作全般を制御する。また、ＣＰＵ１９２は、マイクロプロセッ
サであってもよい。なお、ＣＰＵ１９２は、専用メモリ１９３を有していてもよい。
【００５９】
　時計１５５は、クロックとして機能し、時刻情報を発生させる。時計１５５は、ＧＴＳ
（グローバル・タイム・システム）によって常に正確な時刻情報を保持してもよい。時計
１５５は、計時部１５４に対応する。
【００６０】
　セキュリティ１９０は、情報記録装置１００が情報配信サーバ２００から書込情報を取
得するためのユーザ認証、及び、通信の暗号化処理などを行うハードウェアである。なお
、セキュリティ１９０の機能は、ＣＰＵ１９２及びメモリ１９３に格納されたソフトウェ
アによる処理によって実現されてもよい。
【００６１】
＜５．情報配信サーバのハードウェア構成例＞
　続いて、本発明の一実施形態に係る情報配信サーバ２００のハードウェア構成について
説明する。本発明の一実施形態に係る情報配信サーバ２００は、図５で示されるハードウ
ェア構成によって実現される。
【００６２】
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　情報配信サーバ２００は、例えば、受信処理部２２５と、映像シーン解析部２２７と、
ネットワークインターフェース（ＮＥＴＷＯＲＫＩ／Ｆ）２０５と、セキュリティ２７５
と、個人／機器情報データベース２７６と、ＥＰＧデータベース２２９とを備える。さら
に、情報配信サーバ２００は、例えば、ディスクメディアフォーマット部２３５と、ＣＰ
Ｕ２９０と、時計２６５と、ＡＴＡインターフェース（ＡＴＡ　Ｉ／Ｆ）２８５とを備え
る。
【００６３】
　受信処理部２２５は、テレビ放送信号を処理して、所定のトランスポートストリームを
取り出す処理を行うハードウェアである。デジタル放送の場合、受信処理部２２５は、デ
ジタルアンテナから送られてくる放送波信号を受け取り、受け取った放送波信号をＭＰＥ
Ｇ２－ＴＳに変換する。受信処理部２２５は、ストリーム受信部２２０に対応する。
【００６４】
　映像シーン解析部２２７は、映像データからシーン検出情報を生成する処理等を行うた
めのハードウェアである。なお、映像シーン解析部２２７が行うシーン検出情報の生成処
理は、例えば、ＣＰＵ２９０及びソフトウェアによって行われてもよい。
【００６５】
　ネットワークインターフェース２０５は、例えば、通信網１０に接続するための通信デ
バイス等で構成された通信インタフェースである。また、ネットワークインターフェース
２０５は、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）対応通信装置であって
も、ワイヤレスＵＳＢ対応通信装置であっても、有線による通信を行うワイヤー通信装置
であってもよい。ネットワークインターフェース２０５は、番組情報受信部２１０及び書
込情報送信部２４０等に対応する。
【００６６】
　セキュリティ２７５は、情報配信サーバ２００が情報記録装置１００に書込情報を提供
する際のユーザ認証、及び、通信の暗号化処理などを行うハードウェアである。番組に関
する著作権保護及び個人情報保護の観点から、情報配信サーバ２００と情報記録装置１０
０とが送受信する情報がセキュリティ２７５によって暗号化されることが望ましい。暗号
化処理は、暗号強度が確保されていること前提であるが、すでに機器に備わった一般的な
処理によって行われてもよい。なお、セキュリティ２７５の機能は、ＣＰＵ２９０及びソ
フトウェアによる処理によって実現されてもよい。セキュリティ２７５は、ユーザ管理部
２７０などに対応する。
【００６７】
　個人／機器情報データベース２７６は、情報配信サーバ２００を利用する個人に関する
情報及び機器に関する情報を格納する装置である。また、個人／機器情報データベース２
７６に格納された個人に関する情報及び機器に関する情報は、セキュリティ２７５に提供
される。個人／機器情報データベース２７６は、記憶部２８０等に対応する。
【００６８】
　ＥＰＧデータベース２２９は、情報記録装置１００で記録される番組に関する電子番組
表（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ、ＥＰＧ）を格納する記憶装置
である。ＥＰＧデータベース２２９は、記憶部２８０等に対応する。
【００６９】
　ディスクメディアフォーマット部２３５は、情報記録装置１００のレコード部１６０が
コンテンツのデータを記録媒体に書き込むために使用される書込情報をコンテンツ本体の
データから生成する処理を行うハードウェアである。なお、ディスクメディアフォーマッ
ト部２３５の機能は、ＣＰＵ２９０及びソフトウェアによる処理によって実現されてもよ
い。ディスクメディアフォーマット部２３５は、映像シーン解析部２２７等とともに機能
し、書込情報生成部２３０及び時刻管理部２６０の機能を実現する。
【００７０】
　ＣＰＵ２９０は、演算処理装置および制御装置として機能し、各種プログラムに従って
情報配信サーバ２００内の動作全般を制御する。また、ＣＰＵ２９０は、マイクロプロセ
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ッサであってもよい。
【００７１】
　時計２６５は、クロックとして機能し、時刻情報を発生させる。時計２６５は、ＧＴＳ
（グローバル・タイム・システム）によって常に正確な時刻情報を保持してもよい。時計
２６５は、計時部２６４に対応する。
【００７２】
　ＡＴＡインターフェース２８５は、装着されている磁気ディスク、光ディスク、光磁気
ディスク、または半導体メモリ等のリムーバブル記録媒体に記録されている情報の読み書
きを行う。
【００７３】
　続いて、本発明の一実施形態に係る情報記録装置１００において録画を行うまでの流れ
を具体的に説明する前提として、コンテンツのデータをブルーレイディスクに書き込む際
に必要とされるフォーマット情報である付帯情報に関して、以下に説明する。本発明の一
実施形態に係る情報記録システム１において、コンテンツをブルーレイディスクに書き込
む際に必要とされる書込情報である付帯情報は、通常、書込情報生成部２３０によってコ
ンテンツ本体のデータから演算処理等によって生成される。
【００７４】
＜６．ブルーレイディスクのフォーマット情報＞
　ブルーレイディスクフォーマット（ＢＤ－ＲＥ規格）は、図６に示されるファイルフォ
ーマット構造を有し、Ｐｌａｙｌｉｓｔファイル、Ｃｌｉｐ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎフ
ァイル、及び、Ｃｌｉｐ　ＡＶ　ストリームファイルを含む。Ｐｌａｙｌｉｓｔファイル
と呼ばれるユーザが意識する番組（コンテンツ）と、その下位構造である。
【００７５】
　Ｃｌｉｐ　ＡＶ　ストリームと書かれた部分が番組本体のデータである。Ｐｌａｙｌｉ
ｓｔファイルは、Ｃｌｉｐ　ＡＶ　ストリームの再生区間を再生する順番に従って並べた
もので、再生や編集の時の再生制御情報である。Ｃｌｉｐ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎファ
イルは、ランダムアクセスのための情報を含む。Ｃｌｉｐ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎファ
イルは、図７に示される構造を有し、映像データの圧縮単位であるＧＯＰの先頭フレーム
が存在する位置と、ＭＰＥＧ２－ＴＳストリームに埋め込まれているタイムスタンプであ
るＰＴＳとを対応づける情報を有する。なお、ＧＯＰとは、Ｇｒｏｕｐ　ｏｆ　Ｐｉｃｔ
ｕｒｅであり、ＰＴＳとは、Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｓｔａｍｐの略であ
る。これらのファイル群には、動画像のシーン切り替え情報なども含まれている。これら
のフォーマット情報を含む付帯情報は、コンテンツのデータから演算処理を行うことによ
って生成され、コンテンツとともにブルーレイディスクに書き込まれるものであり、付帯
情報がなければコンテンツをブルーレイディスクに書き込むことができない。
【００７６】
　そのため、情報記録装置１００において放送波を受信し、直接的にＢＤへ書き込むよう
な動作を行わせようよした場合、上述した一連のファイル生成が必要である。現行のＢＤ
レコーダなどでは、その機器負荷（処理負荷）が非常に大きく現実的では無いという理由
から、再生と同時に付帯情報を生成する機能を搭載していない。現状では、コンテンツの
再生と同時に付帯情報を生成する作業は、高速な専用処理装置を搭載しなければ行うこと
ができない。
【００７７】
　そのため、現行のＢＤレコーダは、ハードディスクドライブ等の大容量記憶装置が搭載
されているものが一般的であり、一旦大容量記憶装置へ放送番組のデータを格納した後、
改めてＢＤフォーマット生成を行い、ＢＤへの書きこみを行うものが主流である。以上の
ように、ユーザの使い勝手という観点から見ると、処理速度をさらに高速化する余地があ
った。
【００７８】
＜７．記録処理方法＞



(14) JP 5381266 B2 2014.1.8

10

20

30

40

50

　続いて、図８を参照しながら、本発明の一実施形態に係る情報記録装置１００がコンテ
ンツを視聴しながら、時間的に並行してブルーレイディスクなどの記憶媒体にコンテンツ
を書き込む作業を行う作業について具体的に説明する。図８は、本発明の一実施形態に係
る情報記録装置においてコンテンツを視聴しながら、時間的に並行してコンテンツを記憶
媒体に書き込む際の流れを示したシーケンス図である。
【００７９】
＜第１の記録処理方法＞
　情報配信サーバ２００のストリーム受信部２２０は、放送波から電子番組情報を取得す
る（ステップＳ１００）。情報記録装置１００のストリーム受信部１１０もまた、放送波
から電子番組情報を取得する（ステップＳ１０２）。録画開始を指令する操作が入力部１
８０に入力されると（ステップＳ１０４）、情報記録装置１００は、情報配信サーバ２０
０にユーザＩＤ及びパスワード等のユーザ情報を送信し、ユーザ認証を要求する（ステッ
プＳ１０６）。情報配信サーバ２００は、受信したユーザ情報に基づいてユーザ認証を行
い（ステップＳ１０８）、ユーザ認証に失敗するとエラー出力を行う（ステップＳ１１０
）。情報配信サーバ２００は、ユーザ認証に成功すると、情報記録装置１００に対して利
用を許可する旨を伝達する（ステップＳ１１２）。
【００８０】
　続いて、番組情報送信部１２０は、入力部１８０に入力された操作等に従って、録画対
象のチャンネル及び番組名などの番組情報を通信網１０を介して情報配信サーバ２００に
送信する（ステップＳ１１４）。ここで、番組情報送信部１２０は、番組情報とともに、
時間情報抽出部１５０でストリームから抽出された絶対時間情報と、絶対時間情報が抽出
された時刻であるユーザ時刻情報とを情報配信サーバ２００に送信する（ステップＳ１１
６）。ストリーム受信部２２０は、情報記録装置１００から番組情報受信部２１０へ送信
された番組情報を参照し、同一のコンテンツを含むストリームを取得する。書込情報生成
部２３０は、ストリーム受信部２２０からストリームを受け取り、情報記録装置１００で
受信される番組のシーン検出情報及び書込情報を生成する（ステップＳ１１８）。書込情
報送信部２４０は、情報記録装置１００で録画される番組のシーン検出情報を情報記録装
置１００に送信する（ステップＳ１２０）。
【００８１】
　さらに、書込情報送信部２４０は、書込情報生成部２３０で生成された書込情報を情報
記録装置１００へ送信する（ステップＳ１２２）。情報記録装置１００に備えられたレコ
ード部１６０は、コンテンツのデータを書込情報とともに記録媒体に書き込む（ステップ
Ｓ１２４）。このとき、同期部１４０は、ストリーム受信部１１０で受信したストリーム
のデータと、サーバから受信した書込情報とが対応するようにレコード部１６０の書き込
み作業を制御する。
【００８２】
　本記録処理方法によれば、情報配信サーバ２００が書込情報を生成する処理を負担し、
該サーバにおける高速処理によって速やかに書込情報が生成され、生成された書込情報が
速やかに情報記録装置１００に提供される。したがって、情報記録装置１００における記
憶媒体へのコンテンツデータの書き込み処理を行うことによる負担が大幅に軽減される。
それによって、例えば、放送される番組を視聴しながら、情報記録装置１００においてリ
アルタイム又はそれに準じるタイミングでブルーレイディスクにコンテンツを書き込むこ
とが可能になる。
【００８３】
　続いて、図９を参照しながら、本発明の一実施形態に係る情報記録装置１００のハード
ディスクドライブ等の一時記憶媒体に保存したコンテンツをブルーレイディスクなどの記
憶媒体に書き込む作業の流れについて説明する。図９は、本発明の一実施形態に係る情報
記録装置１００において一時記憶媒体に保存したコンテンツをディスク状記憶媒体に書き
込む作業の流れの一例を示したシーケンス図である。
【００８４】
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＜第２の記録処理方法＞
　情報配信サーバ２００のストリーム受信部２２０は、放送波から電子番組情報を取得す
る（ステップＳ２００）。情報記録装置１００の記憶部１７０には、ストリーム受信部１
１０が過去に受信したコンテンツのデータが一時的に保存されている（ステップＳ２０１
）。情報記録装置１００のストリーム受信部１１０もまた、放送波から電子番組情報を取
得する（ステップＳ２０２）。ユーザ認証が行われる図９のステップＳ２００からステッ
プＳ２１０までの流れは、ユーザ認証が行われる図８のステップＳ１００からステップＳ
１１２までの流れと同様であるので、説明を省略する。ユーザ認証に成功した旨が情報記
録装置１００に通知されると（ステップＳ２１０）、番組情報送信部１２０は、コンテン
ツが放送されたチャンネル及び当該コンテンツが放送された時刻などの番組情報のデータ
を情報配信サーバ２００に送信する（ステップＳ２１２）。
【００８５】
　書込情報生成部２３０は、情報記録装置１００から取得した番組情報に基づいて、記憶
部２８０に記憶されたコンテンツのデータからシーン検出情報及び書込情報を生成する（
ステップＳ２１４）。続いて、書込情報送信部２４０は、シーン検出情報を情報記録装置
１００に送信する（ステップＳ２１６）。さらに、書込情報送信部２４０は、書込情報生
成部２３０で生成された書込情報を情報記録装置１００へ送信する（ステップＳ２１８）
。情報記録装置１００に備えられたレコード部１６０は、コンテンツのデータを情報配信
サーバ２００から受信した書込情報とともに記録媒体に書き込む（ステップＳ２２０）。
【００８６】
　本記録処理方法によれば、情報配信サーバ２００が書込情報を生成する処理を負担し、
該サーバにおける高速処理によって速やかに書込情報が生成され、生成された書込情報が
速やかに情報記録装置１００に提供される。したがって、情報記録装置１００において記
憶媒体へのコンテンツデータの書き込み処理を行うことによる負担が大幅に軽減される。
それによって、例えば、コンテンツをブルーレイディスクなどの記憶媒体に書き込む処理
に要する時間を大幅に短くすることができる。
【００８７】
　なお、ステップＳ２１４に関して、書込情報生成部２３０は、例えば、情報記録装置１
００から書込情報を提供するようにリクエストを受ける前に、放送されるすべてのコンテ
ンツのシーン検出情報及び書込情報を生成し、記憶部２８０に記憶させるように構成され
ていてもよい。これによって、情報配信サーバ２００は、さらに速やかに書込情報を情報
記録装置１００に提供することができる。
【００８８】
＜８．情報記録装置と情報配信サーバとの間におけるシステムクロックの同期の方法＞
　続いて、図１０～図１２を参照しながら、本発明の一実施形態に係る情報記録装置１０
０が情報配信サーバ２００から付帯情報を受信して、コンテンツのデータをブルーレイデ
ィスクに書き込む場合におけるシステムクロックの同期の方法について以下に説明する。
以下に説明するように、図１０～図１２に示される作業が連続的に行われる。
【００８９】
　図１０は、本発明の一実施形態に係る情報記録装置１００がＭＰＥＧ２－ＴＳストリー
ムから絶対時間情報であるＰＣＲを抽出して情報配信サーバ２００に送信する作業の一例
を示した図である。横軸５０１は、放送局側の２７ＭＨｚを元にして作られた９０ＫＨｚ
のクロックに依存するコンテンツ送出時間軸である。横軸５０２は、情報記録装置１００
の２７ＭＨｚを元にして作られた９０ＫＨｚのクロック（計時部１５４）に依存するコン
テンツ受信時間軸である。
【００９０】
　図１０に示されるように、絶対時間情報であるＰＣＲは、ＭＰＥＧ２－ＴＳストリーム
中に最大１００ｍｓ以内の時間間隔で含まれている（図１０のＰＣＲ１～ＰＣＲ５）。時
間情報抽出部１５０は、ＭＰＥＧ２－ＴＳストリームからＰＣＲを抽出する。このとき、
ユーザ時刻情報付加部１５２は、計時部１５４によって提供される時刻情報に基づいて、
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時間情報抽出部１５０がＰＣＲを取得した時刻をそれぞれ記録し（図１０のｔ１～ｔ５）
、この時刻をユーザ時刻情報としてＰＣＲに付加する。時間情報抽出部１５０で抽出され
たＰＣＲにユーザ時刻情報を付加して得られたデータ５０３は、番組情報送信部１２０か
ら通信網１０を介して情報配信サーバ２００に送信される。
【００９１】
　図１１は、本発明の一実施形態に係る情報配信サーバ２００が情報記録装置１００と時
刻を同期させた状態でＭＰＥＧ２－ＴＳストリーム６００から生成した付帯情報を通信網
１０を介して情報記録装置１００に送信する作業の一例を示した説明図である。横軸６０
１は、放送局側の９０ＫＨｚクロックに依存するコンテンツ送出時間軸である。横軸６０
２は、情報配信サーバ２００の計時部２６４による９０ＫＨｚクロックに依存するコンテ
ンツ受信時間軸である。なお、図１１のデータ５０３は、図１０のデータ５０３と同一の
データである。また、ＭＰＥＧ２－ＴＳストリーム５００とＭＰＥＧ２－ＴＳストリーム
６００とは、同一のストリームである。
【００９２】
　時間情報抽出部２５０は、ＭＰＥＧ２－ＴＳストリームからＰＣＲを抽出する。サーバ
時刻情報付加部２６２は、計時部２６４から提供される時刻情報に基づいて、時間情報抽
出部２５０がＰＣＲを取得した時刻をサーバ時刻情報として記録し（図１１のｔ１’～ｔ
５’）、サーバ時刻情報をＰＣＲに付加する。ＰＣＲにサーバ時刻情報が付加されたデー
タは、図１１の６０３に対応する。時刻比較部２６６は、データ５０３に含まれるユーザ
時刻情報と、データ６０３に含まれるサーバ時刻情報とを比較する。それによって、情報
配信サーバ２００の９０ＫＨｚのシステムクロック（計時部２６４）と情報記録装置１０
０の９０ＫＨｚのシステムクロック（計時部１５４）との時刻差が算出される。時刻補正
部２６８は、時刻比較部２６６で求められた時刻差に基づいて、計時部２６４が有する９
０ＫＨｚクロックのシステムクロックを情報記録装置１００の９０ＫＨｚクロックのシス
テムクロックに同期させる。続いて、サーバ書込情報生成部２４０は、コンテンツ本体の
データから付帯情報を生成する（図１１の付帯情報１～５）。さらに、サーバ時刻情報付
加部２６２は、情報記録装置１００の時刻情報と同期された計時部２６４の時刻情報に基
づいて、サーバ時刻情報を付帯情報に付加する。続いて、書込情報送信部２４０は、付帯
情報にサーバ時刻情報を付加して得られたデータ６０４をネットワークを介して情報記録
装置１００に送信する。これらの処理を行うことによって、情報記録装置１００のクロッ
クと情報配信サーバ２００のクロックとが相違してたとしても、計時部２６４のクロック
は、情報記録装置１００の計時部１５４のクロックに同期される。なお、情報記録装置１
００及び情報配信サーバ２００の９０ＫＨｚのシステムクロックが共にグローバルクロッ
クに同期している場合は、それぞれのクロックの時刻が同一であるため、上述したシステ
ムクロックの同期は不要である。
【００９３】
　図１２は、本発明の一実施形態に係る情報記録装置１００が情報配信サーバ２００から
受信した付帯情報を利用してブルーレイディスクにコンテンツを書き込む作業の一例を示
した説明図である。横軸５０１及び横軸５０２は、図１０と同様である。図１２のデータ
５０３及びデータ６０４は、それぞれ、図１０及び図１１のデータ５０３及びデータ６０
４と同一のデータである。
【００９４】
　書込情報受信部１３０は、サーバ時刻情報が付加された付帯情報（データ６０４）を通
信網１０を介して情報配信サーバ２００から受信する。書込情報受信部１３０は、データ
５０３に含まれるユーザ時刻情報と、データ６０４を受信した時刻との時刻差を算出する
（図１２のΔｔ１’～Δｔ５’）。算出された時刻差がネットワークによる遅延時間と情
報配信サーバ２００の処理による遅延時間との合計時間として算出される。同期部１４０
は、書込情報受信部１３０で得られた時刻差の情報に基づいて遅延調整を行う。そして、
同期部１４０は、ストリームに含まれる絶対時間情報と、当該絶対時間情報が埋め込まれ
たコンテンツのデータから生成された付帯情報とを対応づける。これによって、レコード
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部１０６は、ストリームに含まれる絶対時間情報とサーバから受信した書込情報に含まれ
る絶対時間情報とが同期された状態でストリームのデータを書込情報と共に記録媒体に書
き込むことができる。なお、ネットワークによる遅延時間は、ネットワークを介したやり
とりに必要時間であるので、最大でも数秒程度となる。
【００９５】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【００９６】
　例えば、上記実施形態では、記憶媒体をブルーレイディスクとしたが、本発明はかかる
例に限定されない。
【符号の説明】
【００９７】
　１　　　　　　情報記録システム
　１００　　　　情報記録装置
　１１０　　　　ストリーム受信部
　１２０　　　　番組情報送信部
　１３０　　　　書込情報受信部
　１４０　　　　同期部
　１５０　　　　時間情報抽出部
　１５２　　　　ユーザ時刻情報付加部
　１５４　　　　計時部
　１６０　　　　レコード部
　２００　　　　情報配信サーバ
　２１０　　　　番組情報受信部
　２２０　　　　ストリーム受信部
　２３０　　　　書込情報生成部
　２４０　　　　書込情報送信部
　２５０　　　　時間情報抽出部
　２６０　　　　時刻管理部
　２６２　　　　サーバ時刻情報付加部
　２６４　　　　計時部
　２８０　　　　記憶部



(18) JP 5381266 B2 2014.1.8

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(19) JP 5381266 B2 2014.1.8

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(20) JP 5381266 B2 2014.1.8

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(21) JP 5381266 B2 2014.1.8

10

フロントページの続き

    審査官  堀　洋介

(56)参考文献  特開２００２－３２５２２１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－３３５４７７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２２９５０９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００９－５１２１１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－３３９４０１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１２８６４１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ１１Ｂ　　２０／１０　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　５／７６５　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　５／９１　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

